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『浮雲』の接頭辞「御」について 
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平ᯘ 一฼ 
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はじめに 

ᩗ⛠の接頭辞である「御」は、「お࡯ん・おん・お・み・ゴ・ࣙࢠ」と読ࡴことがྍ⬟である。し

かし、特に古典文⊩では、漢字１文字で「御」と表記されていることがከく、その読みの☜定がᅔ㞴

である。「御」の読み・用法については、これまでከくの◊✲がなされており、近世から近代の㈨ᩱ

を対象とした◊✲では、「お㸭ゴ㹼する」「お㸭ゴ㹼なる」のようなᩗ語ືモのᡂ立やᚅ㐝表現につい

ての◊✲がከく、また、近ᖺでは、ᅜ語ᩍ⫱、日本語ᩍ⫱などの分㔝において、「御」の用い方など

に焦点があてられている
（注 1）

。「御」の読み方を中ᚰに論じたものは、中古から中世の㈨ᩱを対象とした

ものはከくある
（注 2）

が、近代の文⊩を対象としたものはከくないように思える。 

そこで本✏では、近代の「御」の読みについて、二ⴥீ四㏞ⴭの『浮雲』を㈨ᩱとしㄪᰝ、ሗ告を

する。『浮雲』は、1��� ᖺ（᫂἞ 2� ᖺ）から 1��� ᖺ（᫂἞ 22）にかけて発表され
（注 �）

、近代ᑠㄝにおけ

るゝ文一⮴文యのᄏ▮の一つであり、近代語◊✲の㔜せな㈨ᩱである。したがって、近代における「御」

の読みを考えるうえでᚲせな㈨ᩱであると考える。 

『浮雲』の本文は、漢字௬ྡ஺じり文で᭩かれているが、「御」に┦当する㒊分のከくが௬ྡ᭩き

であり、また漢字表記であっても᣺り௬ྡが᪋されているたࡵ「御」の読みを☜定することができる。

さらに『浮雲』は、いわࡺる⥲ࣝࣅの表記形式であるたࡵ、「御」が冠する語の読み方も☜ㄆするこ

とができ、その結合形式も☜定することができる。 

 
1．『浮雲』に見られる接頭辞「御」 

 この節では『浮雲』に見られる「御」のࢱ࣮ࢹを示す。 

本✏で使用したࢱ࣮ࢹは 

༙⃝ᖿ一・᭹㒊㝯（200�㹼11）「二ⴥீ四㏞「浮雲」の㟁子ࢱ࣮ࢹ化およࡧそれにᇶ࡙くྛ種⣴

ᘬと◊✲
（注 �）

」 
に⣡ࡵられている 

  ・㹤2．᪂⦅浮雲（෌版）本文 

  ・㹤3�1．᪂⦅浮雲（෌版）語ᙡ⣴ᘬ 

を฼用した。また、本文の☜ㄆには、㹤2・㹤3�1 のᗏ本である、『リࣉリࣥࢺ日本近代文学㤋 2� ᪂

⦅『浮雲』෌版』（2005 平ซ♫）を用いた。 
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 上記㹤2・㹤�13 から接頭辞「御」に┦当する用例の᳨⣴を⾜い、異なり語数 213 語、ᘏべ語数 1244

例をᢳฟすることができた。ここから、「おᨻ・おໃ・お㘠」など人ྡに「御（お）」が冠したものや、

「御㍿
み こ し

」など一語化し接頭辞としてㄆࡵにくいものを㝖き、さらに「║（ࡵ）、目（ࡵ）」などの表記

の異なるものをまと18、ࡵ� 語 �33 例をᢳฟした。そして、『浮雲』に見られる「御」の読みである

「お・おん・み・ゴ・ࣙࢠ」が、「和語」「漢語」「ΰ種語」「እ来語」のどの語種に冠しているのかで

分類をした。これを、ᘏべ語数、異なり語数でそれࡒれ、表 1・2 として示し、表 3・4 にそれࡒれの㸣

を示す。 

表1　㏙べ語数 表2　␗なり語数

和語 漢語 混種語 外来語 計 和語 漢語 混種語 外来語 計

お 469 42 4 0 515 お 127 20 3 0 150

おん 1 1 0 0 2 おん 1 1 0 0 2

み 1 1 0 0 2 み 1 1 0 0 2

ゴ 2 106 0 0 108 ゴ 2 32 0 0 34

ギョ 0 7 0 0 7 ギョ 0 1 0 0 1

計 472 157 4 0 633 計 131 55 3 0 189

表3　㏙べ語数䠂 表4　␗なり語数䠂

和語 漢語 混種語 外来語 計 和語 漢語 混種語 外来語 計

お 74.0% 6.6% 0.6% 0.0% 81.2% お 67.2% 10.6% 1.6% 0.0% 79.4%

おん 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.4% おん 0.5% 0.5% 0.0% 0.0% 1.0%

み 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.4% み 0.5% 0.5% 0.0% 0.0% 1.0%

ゴ 0.3% 16.7% 0.0% 0.0% 17.0% ゴ 1.1% 16.9% 0.0% 0.0% 18.0%

ギョ 0.0% 1.1% 0.0% 0.0% 1.1% ギョ 0.0% 0.5% 0.0% 0.0% 0.5%

計 74.7% 24.8% 0.6% 0.0% 100.1% 計 69.3% 29.0% 1.6% 0.0% 99.9%

小数Ⅼ➨䠎఩ᅄᤞ஬ධ 小数Ⅼ➨䠎఩ᅄᤞ஬ධ  
表 1㹼4 を見ると、『浮雲』の「御」の読みは、ᘏべ語数で「お」81�2㸣、「ゴ」17�0㸣であり、異

なり語で「お」7��4㸣、「ゴ」18�0㸣である。「お」と「ゴ」で、ᘏべ語数 �8�2㸣、異なり語数 �7�7㸣

と、この二つの読みに集中していることがわかる。௚の読み方である「おん」「ࣙࢠ」「み」の使用率

は、0�4㹼1�1㸣であり、異なり語数もそれࡒれ 1、2 例ㄆࡵられるのみである。また、『浮雲』にはእ

来語の使用例があるが、中世࢟リシࣥࢱ㈨ᩱや、現代語に見られる、「おࢥࣂࢱ」「おリࣥ࣎」など、

እ来語に「お」が冠した例が見られなかったことは注目される。 

 また、「お」+和語、「ゴ」+漢語を原則形、「お」+漢語、「ゴ」+和語を非原則形とした場合の非原

則⣔の使用例はこれまでもሗ告されているが、『浮雲』においても、異なり語数で「お」+漢語 20 語

（10��㸣）、「ゴ」+和語 2 語（1�1㸣）が見られ、「おん」+漢語と、「み」+漢語はそれࡒれ 1 語（0�5㸣）

であるが使用されている。 

 
2．「おん」「み」「ࣙࢠ」について 

 この節では、「おん」「み」「ࣙࢠ」について考える。これらの使用例は、「おん」2 語 2 例、「み」2

語 2 例、「ࣙࢠ」1 語 7 例であった。ᘏべ語数で 2㸣ᮍ‶であるが、まࡎこれらの例を考えてみたい。

以下例を示す（  は➹⪅） 

ձ௒ᖺ
こ と し
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には御ᆅ
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ཧ࡬
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し

りつ࢏も（第１⦅ 第１ᅇ 11 㡫） 
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み（１⦅ 第 �ᅇ 1�� 㡫） 

である。ձは文୕のᒃఫᆅに対して用いられているが、文୕のẕぶが文୕࡬ฟしたᡭ⣬に用いられた

例である。この例は、ᡭ⣬の中の例で使われているたࡵ文語的表現が用いられ、「お」よりも⏽まっ

た表現であると考えられる「おん」を用いている。 

ղの「御ព」は、文୕のルࡧゝに対しての、おᨻの許しの気ᣢちについて述べており、ճմの「御

ព」については、᪼の上ྖであるㄢ㛗の⮬分຾ᡭなពྥについて述べられており、ճの「御方」もこ

のㄢ㛗に対してのものである。յも、このㄢ㛗のኵ人のពྥを述べた㒊分である。௚の「御ព」もճմ

とྠᵝの例である。これらճմյնの「御ព」の例は、古ࡵかしい上఩のᩗព表現を用いて、┦ᡭを

㈾しࡴゝືの表現であり、ճの「御方
おんかた

」もྠᵝである。 
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նは、᪼のゝືに対し文୕が気に㞀ったのではないかと、᪼が文୕の気ᣢちをおໃに述べた㒊分であ

る。շは᪂しいඖ号の世の中のពで、固定されたゝい方である。 

 以上『浮雲』に見られる「み」「おん」「ࣙࢠ」の使用は、㝈られた用法と、固定した用い方がされ

ている。௚の近代の㈨ᩱをㄪᰝするᚲせがあるが、『浮雲』を見るかぎり近代においては、「み」「お

ん」「ࣙࢠ」の使用はあまりከくなかったものと思われる。 

 
3．「御」の表記から 

 「御」は漢字 1 文字で表記されることがከいたࡵ、その読み方を☜定することがᅔ㞴であった。こ

の節では、『浮雲』の「御」の表記形式について考える。᣺り௬ྡと௬ྡ表記をそれࡒれ、発話・ᆅ

の文とに分け、和語、漢語、ΰ種語で示したものが表 5
（注 �）

である。 
 表 5 を見る㝈り、「お」が和語や漢語に冠するときは、௬ྡで「お」と表記される場合がከいが、「ゴ」

が᣺「み」「ࡻぎ」「ࡈ」に平௬ྡで「御」、ࡎと読ませる場合は௬ྡ᭩きの例は見られ「み」「ࣙࢠ」

り௬ྡで᪋されている。平௬ྡで᣺り௬ྡが᣺られていることについては、㣕⏣Ⰻ文（�� � �
（注 �）

）では「あ

まり漢字に慣れていないᒙに、௬ྡで読ませ、漢字を示す」のようにᣦ᦬している。 

「お」に௬ྡ表記がከく、「ゴ」に漢字表記がከいということは、「ゴ」は漢字の読みとㄆ㆑され、

漢語であるということがព㆑されていることの表れではないかと思われる。 

「お」が᣺り௬ྡで表記されている例を示す。 

ᆅの文 「㖄⳹
おしࢁい

」「ឿẕ
おࡩくࢁ

」    発話 「家大人
おとつさん

」「ឿẕ
おつかさん

・௧ឿ
おつかさん

」
（注 �）

「௧ጒ
おいもとࡈ

」 
以上の � 例である。これらの例は、まとまった漢字文字ิに対する読みとして᣺り௬ྡが᪋され

『浮雲』の接頭辞「御」について 263



 ― 4 ―

ており、いわࡺる⇍字カの用法で用いられているものである。 
表5　「御」の表記

仮名 振り仮名 　かな 振り仮名 　仮名 振り仮名 計

地の文 24 2 5 0 1 0 32

お 発話 97 3 15 1 2 0 118

小計 121 5 20 1 3 0 150

地の文 0 1 0 1 0 0 2

おん 発話 0 0 0 0 0 0 0

小計 0 1 0 1 0 0 2

地の文 0 1 0 1 0 0 2

み 発話 0 0 0 0 0 0 0

小計 0 1 0 1 0 0 2

地の文 0 0 0 11 0 0 11

ゴ 発話 0 1 0 22 0 0 23

小計 0 1 0 34 0 0 34

地の文 0 0 0 1 0 0 1

ギョ 発話 0 0 0 0 0 0 0

小計 0 0 0 1 0 0 1

合計 121 8 20 38 3 0 189

和語 漢語 混種語

 
 

4．中世の㈨ᩱとの比㍑ 

この節では、通᫬的な㠃から「御」の読みについて᳨ウしたい。「御」の読みに㛵するඛ⾜◊✲
（注 �）

は

ከ数あるが、ここでは、中世࢟リシࣥࢱ㈨ᩱを中ᚰとした「御」の読みについてሗ告された、᪂⸨႐

代子
（注 �）

（��7�）の論中でሗ告されたཱྀ語的な㈨ᩱである『天草本平家物語』のࢱ࣮ࢹと比㍑する。『浮

雲』がゝ文一⮴文యであるたࡵ比㍑対象として㐺ษであると思われる。また、ཧ考として、中世の文

語的㈨ᩱをㄪᰝした、平ᯘ（
（注 1�）

����）のࢱ࣮ࢹも示す。 

たࡔし、「み」と「ࣙࢠ」に㛵しては前節で述べたとおり、固定した用いられ方であると考えられ

るたࡵ本節ではᢅわない。『天草版平家物語』には「お」と「おん」が用いられ、『ロザリオ記録』

は「おん」の例のみであるのでそれらも示し、「お」と「ゴ」の使用について᳨ウする。また、表 1

㹼�で示したΰ種語については、㔜⟽読み・。るいてけ分り᣺に語和、語漢、れࡒれそを語のみ読ᱩ‮ 

表6　資料別語種割合 表7　資料別　読み割合　

和語 漢語 外来語 お おん み ゴ ギョ

浮雲 83.0% 15.0% 0.0% 浮雲 81.0% 0.4% 0.4% 17.0% 1.1

天草平家 94.0% 5.4% 0.0% 天草平家 50.4% 12.2% 1.8% 33.4% 2.2

天草平家 92.9% 7.1% 0.0% ロザリオ 0.0% 49.0% 5.6% 45.0% 0.4

ロザリオ 88.0% 9.0% 3.0%

*進藤氏の調査が延べ語数であるため、

浮雲 3.0% 97.0% 0.0% 他の資料も延べ語数で示す。

天草平家 2.3% 97.7% 0.0%

ロザリオ 3.0% 95.0% 2.0%

お

ゴ

おん

 

 表 � から、「ゴ」＋漢語の結合形式は、『浮雲』『天草版平家物語』、文語㈨ᩱである『ロザリオ

記録』においては使用率にᕪはࡰ࡯↓いといえる。しかし、「お」＋漢語の使用率では、『浮雲』に

おいてその使用率が、ྠじཱྀ語的㈨ᩱの『天草版平家物語』と比べて � ಸᙅ増加しており、「お」が
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漢語に冠する比率が高まっていることがうかがえる。また表 7 からは、「おん」「み」の割合が減少

し、「お」の使用率が高まっていることがわかる。「お」の使用の増加は、近代において美化語的な

用法が拡がり、それが漢語に冠する場合にも用法が拡がったものではないかと考えられる。 

また、「ゴ」＋和語については、もともと、非原則形の例が少ないが、『浮雲』では「ゴ尤も」、

『天草版平家物語
（注 11）

』では「ゴ計らひ（gofacarai）」「ゴ用ゐ（gomochij）」「ゴ許され（goyurusare）」、

『ロザリオ記録』には「ゴ掟（gouoqiet）」「ゴ告げ（gotçuge）」「ゴ計らひ（gofakarai）」「ゴ四

人（goyottari）」などの例がある。『浮雲』に見られる「ゴ尤も」は、現代語でも一般に用いられて

いる固定した読み方であり、「ゴ計らひ」「ゴ許され」「ゴ告げ」は、現代でも「お」と結合するこ

とが一般的である。残りの「ゴ用ゐ」「ゴ掟」は、一般的な用法においては、接頭辞「御」との結合

は見られないと思われる例である。 

 

5．結合の観点から 

 「お」+和語、「ゴ」+漢語のような「和語」と「和語」、「漢語」と「漢語」という結合形式は、『ロ

ドリゲス日本大文典
（注 12）

』で述べられているように、異なる語種の結合ではなく原則的な結合形式であり、

中世でも一般的なものであり、現代においても一般に見られる形式である。本節では、これに合わな

い非原則形の「お」+漢語の結合に焦点をあて、特に「御」に結合する漢語の字音について述べる。

なお、1 節で「おん」「み」「ゴ」の例は述べているので本節では対象としない。 

前節で「お」+漢語の例については、美化語的な用法ではないかということを述べたが、「お」+漢

語は異なった語種が結合した例であり本来異質な結合形式といえるものである。ここでは、呉音・漢

音という観点からその結合について考えてみたい。呉音は、平安期に「正音」と呼ばれる漢音に対し

て「和音」とも呼ばれ、古く日本に移入され日本語の中に深く定着していったとされる漢字音である。 

 『浮雲』に見られる「お」+漢語の例を示すと以下の 20 例である。（数字は使用度数） 

「気
き

2」「 客
きゃく

3」「ケシ（芥子）1」「化粧
けしやう

1」「砂糖
さ と う

」「辞儀
じ ぎ

1」「 癪
しゃく

1」「邪魔
じ ゃ ま

1」「 正 月
しやうぐわつ

1」「 嬢
じやう

8」

「世辞
せ じ

3」「世話
せ わ

4」「祖師
そ し

1」「茶
ちゃ

3」「弟子
で し

2」「天気
て ん き

1」「二階
に か い

1」「弁当
べんたう

3」「役人
やくにん

１」「立派
り つ ぱ

１」 
この単語の１文字目の漢字音を、呉音・漢音で分類すると次のようになる。 

漢音 3 例 

「気
き

」「砂糖
さ と う

」「嬢
じやう

」 
呉音 11 例 

「客
きゃく

」「ケシ（芥子）」「化粧
けしやう

」「辞儀
じ ぎ

」「邪魔
じ ゃ ま

」「正 月
しやうぐわつ

」「世辞
せ じ

」「世話
せ わ

」「二階
に か い

」「弁当
べんたう

」「役人
やくにん

」 
漢音・呉音共通 3 例 

「癪
しゃく

」「祖師
そ し

」「天気
て ん き

」 
慣用音 3 例 

「茶
ちゃ

」「弟子
で し

」「立派
り っ ぱ

」 
以上である。20 例中 11 例が呉音で読まれていることがわかる。また、慣用音は日本語的な発音とし

て考えられるものである。 
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漢語の移入のṔྐを考えれば、ዉⰋ᫬代ᚋ期から平安᫬代ึ期において漢音が移入し、それまで用

いられていた呉音が和音と呼ばれるように、呉音は日本語の中に⁐け㎸んでいるものと考えると、「お」

が冠した漢語が呉音で読まれるものがከくあるということは、古くから日本語の中で用いられ、日本

語の中に⁐け㎸み、漢語というព㆑がⷧれた結ᯝではないかと考えられる。 

また、共通の音をᣢつものが 3 例見られるが、このうち「癪」はᅜ字であり、『日本ᅜ語大辞典 第

2 版』には、ᐊ⏫᫬代ᮎ期の例がึฟとして示され、「✚」の呉音からという語ㄅが௜されている。ま

た「祖師
そ し

」は、『ᛶ㟋集』『観ᬛ㝔本୕ᐆ⤮』など平安中期の例が示されている。そして「天気」は、

平安期ึ期の例がྲྀられていることなどから、古くから日本語の中で用いられている語であると考え

られる。 

ཧ考までに、『ロザリオ記録』に見られる、「おん」+漢語の例を見ると、 

「Ṛ㧁（[LJDL）」（呉・漢）・「ឿᝒ（MLIL）」（呉）・「Ᏺㆤ（[XJR）」（呉）・「㣗物（[RFXEXW）」（漢）・ 

「᜝㎯（FKLMRFX）」（呉・漢）・「▱ᜨ（FKL\H）」（呉・漢）・「⣙᮰（\DFXVRFX）」（呉・漢）・「♩（UHL）」

（漢） 

のように、呉音 2 例、漢音 2 例、共通 4 例である。現代では、「ឿᝒ」は୧用される
（注 1�）

かと思われるが、

「Ᏺㆤ」「᜝㎯」の 2 語は「ゴ」が冠することが一般であり、「▱ᜨ」「⣙᮰」「♩」は「お」が冠する

ことが一般である。 

それࡒれのึฟ例を『日本ᅜ語大辞典 第二版』でᘬきᖺ代ูに分類すると（᭩ྡの数字はྠ辞典

に示されたᖺ代） 

「♩」 『༑୐⟠᮲᠇法』�04 

「ឿᝒ」『法⳹⩏␰』7F 前 

「▱ᜨ」『法⳹⩏␰』7F 前 

「Ṛ㧁」『類⪹ᅜྐ』178・⑌␿・大ྠ୕ᖺ 808 

「Ᏺㆤ」『㟋異記』810㹼824 

「⣙᮰」『⪷ᚨኴ子ఏᬺ』�17 㡭か 

「᜝㎯」『஑ᬺ』㐓文・ᢎ平୐ᖺ �37 

「㣗物」『文᫂本節用集』ᐊ⏫中 

以上のようになる。「㣗物」以እ、上代から中古期に見られる古くから日本語の中で用いられている

語である。また、「㣗物」については、『日本ᅜ語大辞典 第二版』の語ㄅに 

 「ྐ記」「漢᭩」など漢⡠に見られ、日本でも記録య⣔⤫の語として一般化していたが、そ

の読み方は᫂らかでない。ࠑ中␎ࠒ漢音のシࣙࢶࣈࢡも「文᫂本節用集」「日ⴵ辞᭩」に見

られ、ࠑ中␎ࠒ一方、上を漢音、下を呉音で読ࡴシࣙࢶࣔࢡの形も、「᫆ᯘ本節用集」など

の辞᭩類に見られ、ᚋにはこれが一般化する。 

とあり、これも古くから日本で用いられていたものと考えられる。「㣗物」は、現代では「お」が冠

する例は見られないと思われるが、「おん」が文語的な⏽まった表現であることを考えれば、中世の

㈨ᩱに見られる例は、美化語的なものではなく、ᩗព表現として用いられているࣥࢱリシ࢟
（注 1�）

と考えれ

ばㄝ᫂ができるのではないࢁࡔうか。 

「お」+漢語のような非原則形の表現については、「お」が冠する語に呉音読みをしているという特

ᚩが見られた。これは、呉音が古くから日本語の中にྲྀり入れられ、いわば日本語化しているものと
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考えることができよう。つまり、ព㆑の上で、「お」とゝう和語⣔の接頭辞と結ࡧつけることに㐪和

ឤをᣢたなくなっているものと思われる。 

 
�．まとࡵとㄢ㢟 

本✏では『浮雲』に見られる接頭辞「御」の読みについてሗ告し、㐣ཤの㈨ᩱなどと対比し᳨ウし

てきた。 

『浮雲』に見られる「御」の読みは、ከく原則形によっているが、中世ᮎ期の㈨ᩱとྠじく非原則

形もᏑᅾする。しかし、「お」+漢語の結合形式をᣢつ非原則形の場合、漢語の音のከくが呉音で読ま

れていることが注目される。これは、漢字音移入のṔྐを考えると、平安期において漢音を正音、呉

音を和音と読んでいたように、日本語の中に定着し、いわば日本語化したものであったことが❚える

ことから、異なった語種の結ࡧつきというព㆑はⷧれていたのではないかと考えられることを述べた。

また、『浮雲』では、「お」+漢語の使用率が中世㈨ᩱよりも高いことをᣦ᦬し、これも「お」と結合

する漢語の読みが呉音のものがከく、漢語が日本語の中に⁐け㎸み、当᫬の日本人にとっては、漢語

というព㆑がⷧれている結ᯝではないかということを述べた。 

本ሗ告は『浮雲』に見られる例を述べたに㐣ぎない。ྠ ᫬代の௚の㈨ᩱをᗈくㄪᰝするᚲせがある。

また、఩┦による用いられ方の㐪いなどもあるが、それࡒれの例を⢭ᰝするᚲせがある。以ᚋのㄢ㢟

としたい。 

 
注 1 ᑠᯇᑑ㞝（1��7）「「お͐͐する」のᡂ立」（『ᅜ語とᅜ文学 近代日本語の◊✲』᫛和 42 ᖺ 4

月特㍴号 ᮾி大学ᅜ語ᅜ文学఍） 

㎷ᮧᩄᶞ（1��8）「近世ᚋ期のᚅ㐝表現」『ᩗ語のྐ的◊✲』➟㛫᭩㝔） 

『ၥ㢟な日本語１』「お࣮ࣝࣅをおᣢちしました」「お㐃⤡㸭ࡈ㐃⤡」の㡯など（2004）大ಟ㤋

᭩ᗑ 

ᒣ⏣೺୕・ዟ℩┿⣖「ᩗ語接頭辞「オ㸫㸭ゴ㸫（御）」の使い分け原⌮ヨ論―ࢿࢺ࢖࣏ࣛス⌮

論の観点から―」（「ಙᕞ大学人文⛉学論集 1 2014�3」） など 

注 2 ᮃ月㑳子（1�70）「※Ặ物語におけるᩗ語の接頭辞࣑について」文学 38 ᕳ 3 号 

㛵 一㞝（1�7�）「※Ặ物語఍話文におけるᩗ語の接頭語࣑・オࣥ࣍の用法」 文学 ゝ語と文

ⱁ 83 など 

中世では、 

㎷ᮧᩄᶞ（1��8）「ྜྷ฼ᨭ୹㛵ಀ㈨ᩱに見えるᩗ語接頭辞について」（『ᩗ語のྐ的◊✲』➟㛫

᭩㝔） 

᪂⸨႐代子（1�72）「ᩗ語接頭辞『御（オ・オࣥ・࣑・ゴ・ࣙࢠ）』について（ᅜ文目ⓑ 11 号 

日本ዪ子大学ᅜ語ᅜ文学఍） 

近⸨ᨻ美（1�7�』におけるᩗ語接頭ࢪ࣒ࣥ・スࢶࣥࢸࣥࢥ字本『࣐㈨ᩱ ロ࣮ࣥࢱリシ࢟」（

辞「ゴ」「ࣙࢠ」「おん」「み」について」（『ᯇᮧ༤ྖඛ⏕古⛥記ᛕᅜ語ᅜ文学論集』 ➟㛫᭩
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㝔） 

ᯘ 㔜㞝（1�スの御సᴗ」におけるᩗ語接頭語について」（▼ᕝᕤᴗ高➼ᑓ㛛学ࢺࣥࢧ84）「「

ᰯ⣖せ 1�） 

平ᯘ一฼（1��ス」ࣝࢡぐって―「御ࡵ㈨ᩱにおけるእ来語に冠する「御」をࣥࢱリシ࢟」（4

を中ᚰとして―」（文学論⸴ �7 ᮾὒ大学ᅜ文学◊✲ᐊ） 

などがあげられる。 

注 3 『浮雲』の᭩ㄅについては、『日本語◊✲法 ࠙近代語⦅ う のࡩ㟷ⴥことばの఍⦅ おう『ࠚ

௜録ճ 高ᮌ ඖẶᇳ➹にヲしい。 

注 4 ⛉学◊✲㈝⿵ຓ㔠（ᇶ┙◊✲（㹁））㹙二ⴥீ四㏞「浮雲」の㟁子ࢱ࣮ࢹ化およࡧそれにᇶ࡙く

ྛ種⣴ᘬと◊✲㹛（平ᡂ 21㹼2� ᖺ度、ㄢ㢟␒号 21�2����、◊✲代表⪅ ༙⃝ᖿ一）による。 

注㸳 እ来語に冠する例がないたࡵここでは表に示さない。 

注㸴 㣕⏣Ⰻ文（1��8）「஭上໅ヂ『月世⏺᪑⾜』のࡩりがな―漢字ࢼ࢝ࢱ࢝஺り文から漢字平がな

஺り文࡬―」（『文ⱁ◊✲』58 日本文ⱁ◊✲఍） 

注㸵 また、この例の「ឿẕ
おつかさん

・௧ឿ
おつかさん

」については、その発話⪅とཷけᡭなどについてᕪがあると思

われるたࡵ⢭ᰝするᚲせがある。ㄢ㢟としたい。 

注 8 注 1㸪2 ཧ↷ 

注㸷 注 2 ᪂⸨（1�72） ཧ↷  

注 10 平ᯘ一฼（2001）『ロザリオ記録』の「御（ゴ・ࣙࢠ・おん・み）」について （ᇸ⋢短期大学 

◊✲⣖せ 第 1� 号 

注 11 ᪂⸨（1�72）では、「ゴ」+和語の例が示されていないたࡵ、平ᯘ一฼（1��㈨ࣥࢱリシ࢟」（3

ᩱを中ᚰとした「御」の読みについて（1）」ᮾὒ大学大学㝔⣖せ 文学◊✲⛉ 31 ᮾὒ大学

大学㝔 のࢱ࣮ࢹを示す。 

注 12 ᅵ஭ᛅ⏕ヂ（1�55）『ロドリゲス日本大文典』୕┬ᇽ 5�� 㡫㹼570 㡫に、「ゴ・ࣙࢠ」は漢音

に結合し、「お・おん・み」は和語に結合するという記述がある。 

注 13 「おឿᝒ」「ゴឿᝒ」のように、ྠ一語にูの「御」の読み方がされることは、࢟リシࣥࢱ㈨

ᩱで᫂らかになっている。注 2 ㎷ᮧ、近⸨、ᯘ、平ᯘ ཧ↷ 

注 。㈨ᩱの使用例は、美化語的な用法というよりも、ᩗព表現として用いられているࣥࢱリシ࢟ 14

注 2、㎷ᮧ（1��8）、᪂⸨（1�72）、近⸨（1�7�）ཧ↷ 
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